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AI搭載のデジタル改善プラットフォーム「Cayzen（カイゼン）」



プロダクト

Cayzenは、製造業の改善提案創意
工夫提案制度をDX化し

省エネ・脱炭素の改善アイデアの横
展開現場教育の促進を支援します

改善提案クラウド「Cayzen（カイゼン）」

会社概要

設立

本社

資本金

事業

2019年

愛知県豊田市

8,546万円

改善提案クラウド「Cayzen」の運営

商号 エイトス株式会社

受賞・
提携



製造業の改善提案制度は、

最大手製造業でも“紙”で運用されている

改善提案の仕組み

現場

管理

経営 分析

評価・指導
提案提案

プロダクトコンセプト



Cayzenは現場の改善アイデアを

集約・評価・集計をワンストップでサポート

現場 管理 経営

プロダクトコンセプト



2つの大きな外部変化によって

業務改善効果に加えて

新たな価値 が提供可能に

プロダクトコンセプト



製造業では省エネ・CO2削減が

最優先課題になっています

Source : 帝国データバンク（2022年12月7日調査）
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外部環境の変化



各工場には電力・CO2削減目標が

新たに設定されるが、施策が不足して目標は未達に

A工場

3%／年

施策が不足しており

担当部署だけで

削減し続けるには

限界がある…B工場 C工場

本社
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外部環境の変化



電力・CO2削減できる方法は限られており、

削減し続けるためには改善活動は必須

改善活動
（生産性向上）

期待効果

即効性

継続性

コスト

設備・再エネ投資 クレジット購入

※製造大手A社工場長のヒアリングに基づく

課題



改善提案で電力・CO2削減をするためには、

紙の運用では、現場の負担が大きすぎる

現場 管理 経営

電力量・CO2削減の
計算が複雑で

現場が対応できない

電力量・CO2削減効果の
集計がしきれない

電力量・CO2削減効果が
見えずに、取り組みを

評価できない

課題



現場は、削減効果の計算が複雑で、提案が滞る

改善内容 計算式

ボイラ電気化更新 （従来の消費量）×（個数または時間）×（換算係数）-（従来の消費電力）×（個数または時間）×（換算係数）

乾燥炉の温度低下抑制によるガス節約 （削減CO2）＝（（従来の消費量）-（従来の消費量）×（従来比））×（個数または時間）×（換算係数）

エアーダスター
（エア→電動）

（削減CO2）＝（従来の消費量）×（個数または時間）×（換算係数）-（従来の消費電力）×（個数または時間）
×（換算係数）

洗浄機圧縮
エアー使用量削減

（削減CO2）＝（（従来の消費量）-（従来の消費量）×（従来比））×（個数または時間）×（換算係数）

バイオマス発電の稼働率UP （削減CO2）＝（発電量）×（換算係数）×（時間）

ヒートパイプ温水器 （削減CO2）＝（集熱量）×（換算係数）×（個数または時間）

・
・
・
・

・
・
・
・

“現場”が行う 電力・CO２削減の計算式のイメージ

課題



Cayzenに
データをインポート

電力量・CO２
排出量を自動で計算

Cayzenに
アイデアを投稿

Cayzenによる改善提案で

電力・CO2削減するステップ

ソリューション

ステップ➀ ステップ➁ ステップ③



各設備別に算出した電力原単位データを、

Cayzenに取り込む

インポート

ソリューション



原単位整備のイメー
ジをマスキングして

作成

現場は運用は変えず、改善アイデアを

登録するだけで、追加で省エネ・CO2効果も算出

現場の運用は、変更する必要がない

業務改善効果だけでなく、

省エネ・CO２削減効果を追加で計算

Point １

Point 2

ソリューション



100万kWh

C工場A工場 B工場

19% 60% 9%

年間目標削減量

年間目標削減額

年間目標削減CO2

進捗度
（アイデアによる効果予測）

200万kWh 50万kWh

3000万円 7000万円 1000万円

50万kg-CO2 100万kg-CO2 25万kg-CO2

目標値との差異や、投稿数の推移等を分析

ソリューション



AIコーチング機能の活用例

工場の現場データを学習したAI・RAGが回答。

類似する事例やカイゼンの視点を学べる環境を整備。



EMS・IoT連携

EMS・IoT機器で計測した設備単位の

データをCayzenと連携

工程1

工程2

工程3

・・・

設備1 設備2 設備3 設備4 設備5

設備6 設備7 設備8 設備9 設備10

設備11 設備12 設備13 設備14 設備15

EMS・IoTソリューション 当社ソリューション

EMS
当社クラウド
ソリューション

Cayzen

データ連携

初期的にはCSV
等のデータの
インポートを想定

設備単位の実績データを
管理

設備単位の改善アイデ
アによる効果を管理

16

クランプセン
サを活用し
て計測から
実施



エネルギフロー作成

エネルギーフローの観点からも、省エネ施策を実行

17

工程1 工程2 工程3 工程4 工程5 工程6

材料
ロス

電力
待機
電力

LNG
待機
電力

LNG

半製品 半製品 半製品 半製品

材料
ロス

放熱

水 排気

放熱 材料
ロス

材料
ロス

スラ
グ

放熱 放熱 水 放熱 放熱 放熱
材料
ロス

放熱 放熱

電力エネルギーフロー図

放熱

電力

半
製
品



プログラムの進め方

• AI技術を導入し、現場作業員が自主的に必要な情報を取得・活用できる環境を構築することで、

工場現場において専門家のサポートがなくとも、自律的に省エネ・CO2削減を推進できる仕組みづくりをすること

⇒専門知識・ノウハウを持つ人に依存した現場サポートでなく、AIによりスケーラブルに

現場のボトムアップのCO2削減・省エネ施策を実行できるソリューションを確立すること

• 実証企業において、現場から主体的にCO₂排出量削減アイデアを収集できる文化の形成すること

⇒毎年継続的に3％以上のCO₂排出量の削減を改善するための再現的なAI・システムを実装すること

プログラムの目的



プログラムの進め方

現場活用までのイメージ

STEP1 検証準備（２ヵ月）

•対象工場・事業所の選定

•改善提案のフォーム作成（原単位を使用した計算式の整備）

•設備ごとの電力使用量の計測

STEP2 検証開始（１ヵ月）

•現場による報告の入力

•計測されたデータのインプット

•AIによるアドバイスの回答の検証

STEP3 AIによる省エネ・CO2削減アドバイスの精度向上（２ヵ月）

•AIへの改善事例ノウハウの学習

•省エネ・CO2削減の改善アドバイスに最適なプロンプトの確立



Tel: 050-8881-9881

Mail: info@eitoss.com

mailto:info@eitoss.com
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